











氏名・(本籍) 松 本 充 司
学位の種類 医 学 博 士
学位記番号 第 623 1 τEコ玉
学位授与の日付 昭和 58 年 12 月 1 日
学位授与の条件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 実験的水腎症におけるビタミン D代謝の研究
論文審査委員 教(主査授) 園田 孝夫
教(肩IJ査授) 薮内百治 教授宮井 潔
論文内容の要旨
(目的)
慢性腎不全では活性型ビタミン Dであるし 25 一 (OH)2- D 産生が減少し，カノレシウム代謝に障害





350'""'-'400 9 の Wister 雄ラット 24 匹を使用。右尿管跨脱移行部直上にて右尿管を結索。 2 週間， 3 
週間， 4 週間の尿管結紫を行なった各群で，右尿管勝脱吻合を行ない，尿管の閉塞を解除した。その 6
日後に左対側腎を摘除し，種々の腎機能障害を有する単腎の hydronephrotic uni t のみを持つラットを
作製した。
左腎摘除後 4 週間自に 1 日尿の採取，採血を行ない，血奨カルシウム， リン，クレアチニン， 25-0H
-D , 24 ， 25 ー COH)2一 D ， l , 25 -COH)2-D を測定。尿クレアチニン， CAMPを測定。さらに，副甲状
腺の組織学的検討を行なった。コントローノレ群としては，同様のラット 10匹を使用し，右尿管勝脱直上





2) 25-0H -D は，血葉クレアチニンとは有意の相関を持たない。 24 ， 25-(OH) 2 -D は血奨クレア
チニンとは有意の負の相関 (P< 0.05 )を持ち， 1 , 25 -COH)z-D も有意の負の相関(P<0.001 ) 
を持った。
3) 副甲状腺は腎機能が軽度悪化した状態でも，すでに chief cel hyperplasia の組織像を呈してお
り，副甲状腺の容量は腎機能障害の程度に比例して増大し，血奨クレアチニンが 4 mg/ dL 前後で
ほぼ一定する。
(総括)
以上の結果より hydronephrotic renal unit のビタミン D代謝に関する能力は， 1 ， 25 一 (OH)2- D
産生能をみると，腎障害が軽度の場合は副甲状腺機能克進が加わり，コントロール群の Mean -2S. D 。
以内に留まるが，腎障害が進行すると共に 1 ， 25-(OH)2- D は低下する。血奨クレアニンが 2.2 mg/ 




した。その結果， 1) 25-(OH) -D は血奨クレアチニン値と有意の相関が認められない， 2) 24 , 25 
-(OH)2- D は血祭クレアチニンと負の相関を有する (P<0.05) ， 3)1 , 25- (OH)2-D は血奨
クレアチニン値と負の相関を有する (P<O.OOl) 乙とを観察した。
以上より，水腎機能の悪化に伴い，活性型ビタミン D は直線的に低下する乙とが明らかとなった。臨
床的には単腎者の水腎症に対する全身管理上の問題点を示唆するものとして高く評価しうる。
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